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The Ruler as Deity, Bodhisattva or Buddha:
Missing Evidence in Indian Mahāyāna Buddhism

（翻訳付き）

主 催 ： 駒 澤 大 学
後 援 ： 駒澤大学国際センター

日　時：平成 29 年 11 月 10 日（金）16:20 より
場　所：本部棟・中央講堂（入場自由）
講演者：Prof. Dr. Michael Zimmermann 

Asien-Afrika-Institut, Universität Hamburg

問い合わせ先：駒澤大学国際センター

kokusaicenter@komazawa-u.ac.jp

初期仏教において、アショーカ王は世俗世界の王として、ブッダは聖なる世界の指導者と

して、対照的に描かれている。このような両者の並存関係は、はたして大乗仏教において

も引き継がれたのであろうか。また、大乗仏教の理想像としての菩薩は、この展開とどの

ように関わっていたのであろうか。本講演では、先の両者の並存関係が、大乗仏教におい

てどのように発展していったかを明らかにしたい。
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